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本論文は、「Study on Synthesis of Luminescent Hydroxyapatite Nanoparticles and Their Surface 
Functionalization for Cell Labeling Applications  (発光性ハイドロキシアパタイトナノ粒子の
合成と細胞標識応用のための表面機能化に関する研究 )」と題し、全 4 章で構成されている。 
第 1 章では，がん細胞標識技術の課題を，従来のがん細胞標識材料の例を挙げながら
説明し，Eu(III)イオンの光物理化学的特徴を述べ，生体内での発光と細胞選択性の実現，
及び，組織生検への応用に向けた HA の Ca サイトの活用および無機／有機界面構造の重
要性を提案し，実用に向けた発光性 HA ナノ粒子の創製の課題について概説している。次





第 2 章では，HA ナノ粒子の核形成・粒成長段階でトリス (2,2,6,6–テトラメチル–3,5–ヘ
プタンジオナト )ユウロピウム(III)) (EuTH) を含有させ，EuTH 濃度に伴う物性への影響を




内部量子収率 11 %を実現している。さらに，マウス線維芽細胞  (正常細胞) との親和性，
及び，ヒト子宮頸癌由来細胞  (がん細胞 ) への結合挙動の評価を行っており，正常細胞と
の親和性が確認され，粒子分散液添加 1 時間後にがん細胞との結合が観測され，がん細胞
を迅速に標識できることを見出している。  
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